




















































10靡託。方墳莫樹 則栖庇焉奉 是以商人採宝。則龍宮自開 梵志求香。 海潮仍落 波斯檀越。図紺髪而昇天。須達長者。布黄金而満地 卅二相。伝妙質而無窮。八斛四升。散全身而不滅。漢皇宵夢。啓正教於山東 呉宮夜明 悟斜心於江左。15皇帝沈璧握図。懐珠受暦 幽房貫月 華渚落星都平陽而受禅 坐玄扈而披図。長贏炎景 服絺葛而継百王。月紀玄英 衣鹿裘而朝万国。蓬莱羽客。棄神仙戻止。渭浜隠士。捨垂釣而来王 至如玉盤銀甕之祥。赤獣白禽之瑞。双苗三脊 以20表至孝之徴。神雀霊鳥。乃応大
五
平之兆。丹両鳳。
夜宿華山之桐。河漢双龍 朝遊葛陂 水 接礼慈愛之文。叡徳戢兵之武。安上治民之礼。移風易俗之楽。若乃金縄玉字 書 石架銀函 部黄封万巻 言 青首五車之冊。占月司星之術。25観風候気之儀。中臂礙柱之精。驚猨落鴈之巧
縁情則飛雲玉髄。落紙則垂露銀鉤。白石紫芝。懸諳薬姓。四童九転 遥識方名。投壺則仙女含咲。弾碁則玉女度河。可謂唯聖唯神 多才多芸。上林秋蒐。書而莫尽。睢陽竹簡。載而弗窮。雖復30迹住有為。而心存遣相 達五家非已 三相莫停。汲亥群迷 紹隆釈典。豈止驅之仁寿 方且帰諸家
六
滅。乃逮斯刹。厥名天会。其寺蓋昔某官姓





桂影澄淵 即是沈河 璧 楡落水 然投渭之銭。45吉士詵々。捧乳糜而競入。名僧済々。抱応器而
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想仙童之来晩。西瞻青綺。思召子之苽甜。正対旗亭。則五層迢遰 傍臨峻堞 則百雉逶迤。欲令勝葉恒伝 福田永播。而霊光之殿 古字難存。羽陵之山。新書易蠹。唯当一刊玄碣。万古常観。豈70使襄陽水中 独有鎮南之頌。燕然山上 唯勒車騎之碑。舞蹈希有。乃為銘曰。百非体妙。万徳凝神 空因相顕 理寄言申。赴機曰応。反寂称真 法身豈滅 世眼時淪 倶迷苦海。熟暁良津 我皇御宇 超茲文武 迹染俗塵 心標75浄土。道牙広潤。勝幢高豎。静監有 縁思愛取是曰人王 兼称法王 惟天隆祉 地呈祥。苗垂三穂。蓮開両房 鄷戸赤雀 殿庭白狼 璧連朝影 蓂瞻夜光 儒童剪髪 難提承露 水浄洛
十一
池。花然宝
樹。偈説多羅。経文妬路。甘泉北接。細柳南隣。河80橋鉄鎖 灞岸銅人 雲低宝蓋 花大車輪 天晴霧解。景落霞新。糸縷共纏。燈光相続。水激珠泉 沙流銀粟 慢
十二
黄金。床雕青玉。鳳皇之閣。芙蓉之宮。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































《現代語訳》〈第一段〉そもそも（宇宙開闢のはじめには）九重にかさなった円天井のごとき天では、陽の気が太陽を中空 かがやかせ、四本の柱を持つ四角い乗り ののごとき大地においては、凝集した陰の気が万物を載せるようになった。やがて龍首と称される君主（黄帝）があらわれて暦を九つの星を見て とのえ、蛇身といわれる天子（伏犧氏）があらわれて易 爻 六つの位置に定めた。こうして人々は知ったので る。 （目に見えるも はもちろん）目 見えない鬼神さえも形を逃 （て見えないままでい）ること できず、天地万物の実情は完全に明 かになった、と。 （しかし、そのようにみごとな中国の暦法や易占も）どうして仏教の真如の絶対的静寂が、千尺のも しによってもはかることができず、世界の真実の相を示す奥ふかい（仏の）言葉が、世俗の音声によって証明することができない に比較でき うか（いや比較することなど
できないほど仏教の真理の方が深遠なのだ） 。一本の毛先の一滴の水の中に全ての海水が含まれている（という仏法の）真理は、普通 算術の原理な くらべることさえできない。一つの塵 中に須弥山が折
た
ちきられ入れられるとする（仏法の）真理は、物の
量をはかる 常の方法 どからはますます遠く離れている （普通の認識では、仏法 超越的真理をおしはかることは のだ。 ）〈第二段〉昔（インドにおいて）五百人 僧侶たちは、ともに舎衛城に来たり、一万人の信徒たちは、ともに迦陵国を訪れ 、 陀 説法を聞こうとした。かくして彼ら 鹿野園に安居する仏陀 鶏園精舎に法を説く仏陀を見ることができた。そのとき 仏陀のすがたは満面ひかりかがやき、体全体に喜びの笑みをたたえていた だった。 （しかし）月のごとき仏陀が黄金の棺に沈み（亡くなり） 、仏陀を荼毘に付した香りよい炭が灰となってから、沙羅双樹 林花は色 変えて散ってしまい、四頭立ての馬車が風を切って走るように時はたちまち過ぎ去った。もし仏陀のまどかな光のような姿を描き写さなければ、 （後代の人々は） 姿を し かり敬おうとしてもその思いを寄せるよすがが無く、 四角い墳墓に樹木が植えられなければ、どうして（仏 遺骨を かばい守るこ
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お生みになった。皇帝陛下はかの堯帝のごとく平陽の地に都を定めて先帝よりの禅りを受け、黄帝のごとく玄扈の地に坐して河図を開き即位された であった。夏の炎のような日射し ときには、葛布の薄いかたびらをまとい百代の聖王を継承して政治 はげみ、冬の玄黒の気のみちるころには、鹿 皮ごろもを着 万国の王侯たちを朝参させる であ 。東海の蓬莱山に住んでいた仙人も、神仙 ることを棄 て君前 至り、渭水のほとりで魚釣っていた隠者も 釣り竿を捨 て君王 もとに馳せ参じている。 （かくして）玉盤や銀甕が現れる瑞祥、赤獣や白禽が現れる瑞祥の類さえも度々起きるに至った。穀物 苗が二すじ なり茅ちがや
は三すじとなって、天子が至孝である徴を表わし、神雀や霊
鳥があらわれて、太平の兆に応じたのである。丹穴の二羽の鳳凰は、夜に華山の桐にやどり、天の川の二匹 龍は、朝には葛陂水に遊び、瑞祥を地上 もたらしている。 （皇帝に ）人をもてなす礼と人をいつくしむ文の力があり 英知 徳と武器 蔵におさめて用いない（真の）武 才がある。上 人々を安んじ民衆を治める礼を持ち、 々の風俗 良きものに変える音楽の能力持っておられる。さらには（皇帝のもとには）金糸でつづった木簡に玉で字を記した祭祀の書があり、石で作っ 書架の上に銀の箱におさめた仏典があ 黄色の封紙の万巻の儒書があり、青紙
−177−
に標題を記した五台の車に積むほどの諸家の書がある。 （皇帝は）月によって占い星の運行を見る術、風を見て気をうかがう方法を身につけている。 （弓射においては）獲物の鳥を射あて柱をへだてて獲物を射る精確さ、猿を驚かせ雁を射落とす巧みな力を持っている。情 よりそう文学を作れば飛ぶ雲のように気高く玉の精髄のようにきよらかであるし、紙に文字をしるせば露が降りたように鮮やかで銀の鉤の うにきりりとうるわし 。 （仙人の食する）白い石 紫の霊芝など、はるかに（遠い仙界 ）薬 名を覚えているし、四人の仙童が九回煉成し 金丹を煉るという、その仙方をも知って る。投壺のあそびをすれば仙女がそれを見て笑みを浮かべるし、弾碁のあそびをすれば玉女が天の河 渡ってに来るほどの腕前。 （皇帝はまことに）聖人 して神 ごとき人であり、多才にして多芸の人というべきで る。 （皇帝の）上林苑の秋の
蒐かり
のありさまは、書いても書きつくせぬほどの盛大さ、





てもろもろの迷える人々を救いあげ、釈教の聖典をさかんにおこしたのである。どうしてただ単に民衆を（儒 理想である）仁寿に進ませるだけであろうか（いやそれだけではない） 。ま にこの民衆を（仏教の理想である）悟りの世界へと帰入させようとしているのだ。〈第四段〉かくして（皇帝は）この寺（道会寺）にお出ましになった。この寺の名はかつて天会寺と言った。この はむかし何がしの官職の何がしという人が創建したものであ 。その（境内の）ありさまを見ると太陽によっ 方位を定め、基礎を高くかため屋根をかけているの 見てとれる。 （寺 外はか 王舎城よりもかまびすしいが、そ なかは祇園精舎よりも静かである （そのよ にりっぱな寺であったが）たびたびの春 送り ばしば秋の季節が移った（年月 経 ）ために、台はこわれ花は おれ、屋根はいたみ香りもほろんで（荒れはてて）しまった だ。ものさびしいうつろな窓は、あたかも漢 司馬相如（が貧窮をきわ ていたとき）の家のようで り、ひ そりとして破れた扉は、ちまちのうちに漢の楊雄（が貧しさに甘んじていた頃）の家宅と同じありさまになっていた。そこで（皇帝は この旧境内において、 （新 な建物を）創建し 古 建物を）美 く飾り整え
−178−




ることを。また声聞の人々は（この寺で説法の）響きを聴いて悟り、各地へと（それを伝えるために）散って行くこと 。真理の雨がわずかに地面をぬらすだけ 、枯れていた苗はただちにうるおい（そのよう 廃仏の苦しみに迷い沈んでいた人々 救われ） 、知恵の灯がほんのしばらくこの世 照らし けで、暗黒 空は今まさに明るくなったのである （仏は）五つの呪縛の とき迷妄をリッチャビーの人々に現し（そ ように廃仏 迷妄を中国に現し） 、そして二人の悪魔を道の側の菩提樹のもとで降伏させた（そのように今や廃仏の妄動を解決した）のだった。かくして鴿にたとうべき民衆は（仏の）威力をたよって仏影に向 って参拝し、おおいに仏法を楽しんで（道会寺 ）階を昇 である。この寺の主僧
　
何がしという名の比丘は、僧徒のなかのずばぬけた
英才で、法の友 る僧侶のなかの高い 識 持ち主である。彼は心の中ではむさぼりを断ち、体においてはいかなるは めを
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悟った人） 呼ばれる仏陀に帰依したてまつ その後に宝座に登り、黄金のひじかけにより、名教（儒教） 教えを奥 ひそめ、大乗の教えを明ら にされる。法勝の説いた阿毘曇の説は、その内容は疾病にひとしいような（拙劣な） のであり、対して阿梨師 説く『成実論』は、その内容は（疾病をいやす）膏薬




一羽の鳥が朝空に飛ぶとき、周の武王が鉞を杖ついて殷を伐ち王者となった地である。五つの惑星が一方に集まったとき、漢の高祖が出陣して天子となった地である。 （この地では）緑のツルのブドウは、斜めに の別宮 かかり、青い苗のクローバーは、はるかに天子の離宮 映えてい （漢の武帝のとき）主爵都尉楊僕が（楼船将軍となって西南夷を征伐するため）こ で船戦さの訓練をしたが、今はただ（その訓練 した）昆明池だけが残されている。 （漢の文帝のとき）将軍たちが（この地で匈奴にそなえて）陣を置いた 、今はただ（周亜父 陣であっ 細柳の陣営の遺跡だけが残っている。南 か 上林苑 方角を望めば、仙界の童子が来ることの遅さを想起し、西のかた青綺門の りをはるかに見れば、秦の将軍だった召平の リ 甘 こ思いおこされる。 （こ 寺は）正 く旗亭に対して、五層の塔が高々とそびえてい そば近くけわしい都城のひめ垣に臨んで、百雉の城壁が ばると連なっている。 （この寺 ）すぐれた時代（のありさま）を恒久に伝 福徳 もたらす田地たる布施行を永遠に行わせようとするものである。しかし（漢代 ）魯の霊光殿（の賦）は（いかにも優れ るが） 、古 文字は残 ことが難しく、 （周代の）穆天子が羽陵 山で記した書は、新し 書であったがすぐにたやすく虫く のであ 。ただた 一たび黒




















































































































































































































































同じく貴子を妊娠する吉瑞。 『宋書』符瑞志上 、 少昊の母が、
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厳冬の季節。 「月紀」は、極西 地。 『礼記』月令に、季


















































































































































































































































































































　「五縛」 、五つの呪縛のような煩悩。 「離車」 、リッ























































































































































































































































































































〔補注〕北周趙王の「道会寺碑文」は、長安近郊の道会寺に北周「皇帝」（第四代宣帝）が行幸したことを記念する文章である。この文章の趣旨につき小野勝年氏は、帝堯の事跡や北周某王の功徳を描いたものとしているが、当たらないであろう。これが重要な問題であるのは、北周第三代の武帝が廃仏令を出し（五七四年） 、仏教を弾圧していたからである。第四代宣帝は在位わずかに二年 九─五八〇年）であるが、この間に仏教の復活を認めている。他方また長安近郊の「道会苑」を好んで度々行幸している（ 『周書』宣帝紀） 。 （ 「道会苑」については、小野氏も前掲書八二頁に触れている。 ）これから判断するに、 「道会寺」は道会苑の近辺に った寺 、武帝の廃仏令によって長く荒廃していたものを 宣帝が復興の上に行幸し、あわせてその行幸そのものによって仏教再興を天下に 言したのだと考えられる。従って趙王の「道会寺碑文」は、その慶事を天下に示文章といえるのであ 。 
（あんどう
　
のぶひろ
　
本学教授）
